
































形相因(動 力因 ・目的因を含む)一現実態一 が,盾 料因一可能態一を引 っ張 る。 すなわち 目的 を目
指 して物事が生成 ・変化する。今で も医学は 目的論的説明を含む。 胃は何のためにあるか?胃 は消
化 ・吸収の ためにあ る。 …これは回 り回って生命維持の働 きのためにあるetc.は,この例であ る。
まった く完全に目的論的説明を排除することはで きないのが,普 通である。
(b)因果論的思考ないし説明
原因が結果を生み出す。すなわち原因が結果を押 し出す。自然科学は主としてこの方法による。し
か しヒュームは,こ れを疑 い,原 因一結果の関係は,知 覚の事実 として,空 間的接近 と時間的継起の
関 係の ほ か に,必 然 的結 合(necessaryconnection)とい う関 係 を含 む とい う。 しか しこれ は,主 観
的信念(belief)にす ぎないのではないか,と 考えた。原因一結果の関係が主観的信念か,ど うかを
別 にして も,らこの関係には,じ っさいは1原 因が1結 果を生み出すような1対1対 応,ま た1原 因
が複数の結果を生み出す1対 多対応,さ らに複数の原因が1結果を生み出す多対1対応,また複数
の原因が複数の結果を生み出す多対多対応など,さまざまの対応関係がある。とくに多対多対応の場
合は,複 雑 である。複数の原因同士がか らみあ って,複 数のいりくんだ結果を生みだす場合があるか
らであ る。
伺 〈順行一逆行〉錯綜型関係




これは地域的な問題 によるところが大 きい。.しか し旧石器時代の 日本にあっては,地 球の永 が氷河に
奪われたために,日 本は大陸 と地続 きであ った。動物をは じめ人間 も大陸から渡 って きた。
やがて氷河が とけて,海 面が高 くなり,日 本は一万三千年前位に大陸か らはなれた といわれる。そ
れまでの時代は旧石器時代である。
つぎに くるのが一万二千年前から三千四百年前ころにわたる縄文文化の時代で,食料採集を基本と
して,石 器を使い,定 住生活をは じめた。主食は木の実で,魚 や貝を採 り,弓矢 や犬 を使 って獣を と
らえた。
二千四百年前 ころから千七百年前ごろになると,水 田で米をつ くり,畑作 もおこなわれた。いわゆ
る弥生文化のは じまりである。 この時代には,鉄,青 銅器を作 り,布 を織 ることができるようになっ






じ,間 接的に古代ギ リシア ・ローマ ・ペルシアetc.の出来事が 日本に逆流 し始める。すなわち古代
ギ リシア ・ローマ ・ペルシア,さ らにサラセンなどの影響の もとに形成された ヨーロッパ との関係を
通 じ,またチソギス ・ハーンによるモンゴル大帝国の拡大 を通 じ,しだいに ヨーロッパ との関係は,
潜在的に,現 実化の可能性を高めてゆ く。
またフビライの時代には,日 本攻撃が行われたが,海 にへだて られた結果,二 回 とも暴風雨に見舞
われて成功 しなか った(文 永の役,弘 安の役)。しか しその頃,お よびその後に,マ ルコ ・ボー ロ,
バ ー ソロ ミ ュー ・デ ィア ス,コ ロンブ ス,ヴ ァスコ ・ダ ・ガマ,マ ジ ェラン らをへて,ポ ル トガル人
が種子が島に漂着,つ いでフランシスコ ・ザビエルがきリス ト教を伝え,〈順行一逆行〉は現実の も
の とな った。
その後,鎖 国(オ ラン ダ船以外の外国船の入港,邦 人の海外渡航 を厳禁)が 行われたが,逆 にいえ
ば,厳 密な鎖国にいたるまでは,一 世紀近 い長い時間がかか ってお り,し か もオランダにたい して
は,制 限 されていたとはいえ,門 戸は開かれていた。
こうして 〈順行一逆行〉の錯綜を くりかえ して,完 全開国に,ま た共時性に近づ く。
＼
これは日本だけの問題ではない。第二次大戦後の経験をとおして,現代世界の再編成は,焦眉の急
の問題 となっている。アジヤ ・アフ リカ諸国,旧 ソヴィエ ト連邦共和国,旧 東独 ・旧西独,旧 ユーゴ
スラビアな どの紛争を とおして,そ れぞれ複雑な く順行一逆行〉,いやそれ どころかめま ぐるしいま
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(a)極大(宇 宙大)一極小(素 粒子 ・クォークな ど),は単純 である。極大 から極小 まで統一的に説
明する可能性 さえ考えられている。 しか し不思議なのは,無 限大で もな く,無 限小でもない,中 間の
サイズの人間 が,極 大 については操作は不可能であるが,思 考は可能であ り,また少な くとも極小 に
ついては,思 考可能であ るのみならず,あ る程度,操 作可能であるとい うことであ る。
た とえば極小の レヴ ェル では,1990年4月,幅5ナ ノメー トル(1ミ リメー トルの20万分の1)
のrIBM」とい う文字が描かれた拡大写真が,イ ギ リスの 『ネイチ ャー』(科学雑誌)に発表された。ρ
-
IBMの文字 は,35個の点で描かれ,1個 の点は原子1個 であ った。 また1990年11月21日には,日 立
中央研究所の細木主任研究員 が,rPEACE'91HCRL」と書いた(1文 字の幅2ナ ノメー トル。室温
で原子1個 を操作 したのは,こ れが最初である)。極小領域 への挑戦はこのあ とで もつづ くが,極 大
領域に関 しては,問 題の性質上,宇 宙の規模や範囲,暗 黒物質の想定な どの進展をのぞいては,操 作
可能な段階にはいたっていない。
(b)それにたいて し中間ない し中間者(植 物 ・動物 ・とくに人間)は,き わめて複雑であることに
特徴 がある。人間は,自 ら中間の大 きさであることを自覚す るばか りではな く,極 大 と極小を も知
り,少 な くとも極小の一部につい℃は,'操作可能であ ることを発見 した。中間者であるこ との 自覚
,は,プラ トンの 『饗宴』のエロース論にすでに現れ,こ れをさ らに 「中間者」(考える葦)と して深
めたのはパス カルである。
(c)そして この 〈中間者〉 を極大…極小にたいする第三の軸 として,は っきり認めたのは,テ イヤ
ール ・ド・シャルダンである。この軸は 〈無限複雑〉へ と向かう。 これは量の 〈極大一極小〉 とは別
の,宇 宙のなかに作 りだされた最 も高度の,そ して最 も広大な複雑性である。 それは く地球化された
人類〉,すなわち 〈精神圏〉 と呼ぶ ものの特徴である。下の第1図 および第2図 は,こ れを明瞭に示
してい る。
もちろんこ⑳図が示すのは,も のの直線的な大 きさではな く,そ の複雑性の度合 いを示 し,測 ろう
としたものであ る。 これは現実の もの とい うよりは,多 分に想像上のものであ る。 とくに第2図 の
0点,す なわち現代以降,オ メガ点 に収敵する仮定の圏については,テ イヤール ・ド・シ ャルダンの
想定である。 この逆の想定,す なわち人類の滅亡も,充 分考えうる想定である。
一5一
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1111?入 間(脳)ウ キ クサ
ウ イ ル ス?(最 小 の)細 胞
第1図 自然における 「複雑性」の曲線
a,「生 命 化 」(vitalisation)の点




metaphysicは,編集 上physics(自然学)の あ とに(meta一)置かれ た とい う意 味 にす ぎな か った
が, おそ らくキ リス ト教哲学の影響の もと,meta一は 「一 をこえて」 という超越的な意味 を持 つよ
うになった。 これは高さが低 く,壁が厚いロマネスクの教会建築が,天 上を指向するようなゴシヅク
建築 に変 わ り,ル ネサンスごろの平面移動を主 とした ダンスが,バ レーのように(ニ ジンスキー),
高 く跳躍するこ とに価値を見いだ したの と平行する現象であろう。哲学的にはカン トをは じめ とす
る, 超越論的哲学にその典型が見られる。
(b)外への超越
サル トルは,初 期フ ッサールの超越 が,な お意識内部の超越にとどまることを批判 して,外(意 識




第2図(テ イ ヤー ル ・ド・シャル ダンの作図による
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下への超越は東西いずれにも見 られる。地獄はその典型である。地獄絵は仏教 にも,ヒ ンズー教に
も,キ リス ト教 にも,共 通の ものが見 られる。天国は上に (仏教でも仏の来迎図は雲に乗ってくるの




別は,人 間が四本脚による四つ足歩行か ら,二 本足による立行に移 り,前 が意識的 ・実用的な明るい
一一
方向1後 ろが無意識的 ・非実用的な暗い方向,上 が非実用的 ・高貴な方向(と くに 「見る」感覚に価一 一
値が与え られてか らは一層,r見上げる」はプラスの価値 をあらわす)と なった。 これにたい して,
下は排泄 とむすびついて低俗な方向(た とえば 「見下す(み くだす)」のようにマイナスの価値)を一
あ らわす方向 となった。




これまで述べて きたのは,垂 直 と水平,縦 と横への超越 とも考 えられる。た とえば親鶯は竪出(じ
ゅ しゅつ)・ 竪超(じ ゅち ょう)と 検 出(お う しゅつ〉・横超(お うち ょう)を 区別 す る。 竪(じ ゅ)
はタテ ・時間 ・自力をあ らわ し,自 力で段階的にか,直 ちにか,悟 りをひらく立場を しめす。横(お
う)は ヨ コ ・空 間 ・他力 をあ らわ し,段 階的 にか,あ るいは凡夫 の まま,直 ち に・,一気 に,迷 い をこ
える絶対他力(親 鶯)の 立場 を しめす。西田幾多郎 もかれの超越 を説明す るとき,「親鶯聖人の所謂
横組的でなければならない」 とのべている。
寺山修司 もたえず横ずれの演劇を作 った。〈横への超越〉では,一 般的に言ってmeta-physicでは
な く,〈比 較〉 による横 ずれの超 越tram-physicが問題 にな る。一
{e)彼方への超越
「山のあなたの空遠 く」の 「あなた」は,空 間的にかぎりな く前にあると同時に,時 間的にか ぎり
な く未来にある。その意味では 「可能性 としての存在」にかかわ っている。常世(と こよ)は もとも
一一
とは下あるいは異郷にある死の国であったが,蓬莱神仙思想の影響で異郷の観念が地下から海のかな
たへと移 り,不老不死の国 となったという。沖縄 のニライカナイ も類似の思想であろう。小舟に一人
、
乗って,船 出 した多 くの僧侶 もこうした常世を目指 したにちがいない。
(4)集合的意識 ・個人的意識 ・集合的無意識
(8)集合的意識






しか しその両端[(a)と(c)]は,分 離 していることもあれば,部 分的にか,ほ とん ど全体的にか,重 な
って いる こ とが多 い。
(C)集合的無意識
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[1]～[皿]はベルクソソの 『物質 と記憶』 よりとった図。[N]は前記の図を合成 して私(市 川)が 作 った図。






記憶 をさまさまのかたちで統合 した知覚(た とえば,ブ ルース トの 「プチ ト・マ ドレーヌ」の知覚
と想起の融合が生む 「ふたたび見出された時」の至福感)は,下に点線で書かれた潜在的なものを統
合 した,実 在の,よ り深い層を表現 している。 こうして現在の知覚,記 憶,潜 在的なものは,相 互に
循環 して,よ り深い,し だいに深化する直観をそだててゆ く。
(5)自己修復 的 シ ステ ム(ゲ リゴ り一 ・べ 一 トソン)
(a)暴走一蒸気機関でいえば,い わばガバナー(調 速器)の ない(人 間でいえば分裂生成的)状 況
であ り,シ ステムはたえず暴走状態におちいる。システムは時 とともに歪をましてゆ き,や がてシス
テム自体を破壊するにいたる。
(b)動揺一暴走 と停止の両極端のあいだを揺れ うご く。初期 のクーラーのサーモスタッ トもこれに
似て いて,ひ ど く寒 くな った り,暑 くなった り した ものだ。
(c)自己修復一過去の行為の結果がシステムにフィー ドバ ックされ,新 しい情報 として回路全体を
巡 り,そ れによってシステムはほぼ理想の状態 を維持する。
つま りサイバネテ ィクス的システムの もつ心的特性は,あ る特定の部分にではな く,シ ステム全体
に内在 している。意識的な精神,も しくは 「自己」は,よ り大 きな円の一部の弧 にす ぎない。「精神」
すなわち自己修復的ユニ ッ トはさまざまな経路か ら成るネ ッ トワーク(網 状組織)で あ り,意識のみ
ではな く,無意識の思考経路 と,情報 が循環するためのすべての外的経路をもふ くめた,一 大ネ ット
ワー クであ る。
そ れは最 大化(maximization)では な く,最 適化(optimization)を目指 す ので あ る。 す な わち特
定の変数だけを最大化させるようなシステムは,それらの変数を最適化する自然の定常状態(最適状
態)を 破 って い るの で,必 然 的 に暴 走 へ向 か う と見 なけ れ ばな らな い。 真 のoptimizationは,精妙
なエヤコンのように常 に一定の温度を保つのである。
.ここで重要なことは,精 神(mind)とは,「世界 を知る主体」であ り,「進化する」こと自体を も
知 っている。 したが って ヒ トデも,セ コイアの森林 も,分 割卵 も,合 衆国上院のような社会組織 も,
調速機つき蒸気機関の ような機械 システム も,mindとみな される。すなわちそれは 「多層的 なフ ィ
ー ドバ ック情報 システム」(西垣通)な のである。
グ レゴ リー ・ベ 一ー}一ソソ は娘(メ ヤ リー ・キ ャサ リン ・べ 一 トソソ)と の対 話 のな か で,「精神 プ
ロセスの世界は トー一一}ロジカルにしてエコロジカルであるというのが私の考えだ。ゆ っくりと独 りで
に癒 えて ゆ く トー トロ ジニ とで も言 うかな。.…破壊 された トー トロ ジーは,直 ちに,ゆ っ くりとで は
あるが,自 己修復を開始する。 この修復プロセスは実に容赦な く進行 してゆ くもので,そ の過程でい
、
＼
くつ もの種が絶滅においやられることも少 しも珍 しくはない。 ∴自分で自分の滅亡に手を貸すような
種は,や は りある意味で間違っている…人類なぞ,誰 もが知 っての通 り,も ういつ自滅す るとも知 れ




通 りじゃないか〉 と言いなが ら死んでい くやつ もあ った方がいい。」 と述べている。
(6}ヴ ァーチ ュア ル ・リア リテ ィ(仮 想現 実)
人間は,自 然 を分節化するだけではな く,自然 にはた らきかけて人工的環境をつ くり出 し,歴史的
・社会的に形成 されて きた く意味世界〉に生 きている。こうして自然環境が,歴 史的 ・社会的に形成
された文化環境になるとともに,〈身〉は,す でに生まれる以前か ら,重 層的 に意味が沈澱 した く意
味世界〉,すなわち広義の 「歴史」の うちに生み樹される。
「
そ してすでに与えられた意味によって制約 され,分 節化されつつ,ま たそれを広義のプラクシス に
よって変化 させ,新 たな意味を創造 してゆ く。 この与え らねた く意味世界〉は,た とえばコンピ ュー
タが産み出す 〈仮想現実〉で もあ りうる。与 えられた世界は,仮 想の ものであって も,そ れに反応す
るわれわれの く身〉は,仮 想の ものではない。
こう してわれわれは,現 実の環境にも,仮 想の環境にも,反 応 しうることを しめ している。 ドン ・
キホー テの世界は絵空事ではない。 ドソ ・キホーテの幻覚(仮 想現実)と サンチ ョ ・パンサの実在世
界のいずれをも,わ れわれは理解 することがで きるのである。
われわれは,現実のみならず,架空のものをも実在のように受け取ることができるのでなければな
らない。さもなければ小説をはじめ,演 劇 も,絵 画,彫 刻 も,音 楽 も,舞 踏 も,お よそあらゆる芸術
は不可能になるであろ う。ギ リシア人 が言ったように,あ らゆるポイエシス(制作)は,ポ エジー(詩)
なのである。
そこでは人間のつ くる ものすべてが,内 化=外 化であ り,内面化=外 面化なのであ る。 し ・々し常に
㌻
そのように肯定で きるわけではない。肯定 と否定は,相 半ば したのである。 この点では,人 間の行い
は,つ ねに両面性をもっているといえよう。今の どころ仮想現実は,そ の肯定面が主 として取 り上げ
られているにすぎない。
たとえば航空機の訓練に仮想現実が用いられる。とくに事故の多い離着陸,雲中での長時間飛行や
ニヤ ミス,な どを避けるために,地 上の飛行機 と仮想現実を組み合わせた訓練が行われる。ダイム ラ
一社では,自 動車の運転 にも仮想現実 を利用 している。 また 日本 では,高 いマ ンシ ョンの一室で,
朝,昼,夕 方,夜 景を経験 した り,何 もない部屋に台所を現出させ,一 番適当な ところに水道の蛇 口
を設置 し,ま た台所の高 さを最 も適当にする,な どの工夫を して,実 際 にそれを体験できるようにな
ってい る。
否定的な面では,い まの ところ電線のついたゴーグルや,お な じく電線付の面倒な手袋をつけなけ
ればな らないが,将 来はもっ と簡略化 されるであろう。そ うする とますます現実 と仮想現実 との区別
がつきに くくな り,わ れわれの世界はSFの 世界に近づ くであろう(映 画 「ブレー ドランナー」,フ
ィリップ ・K・ディック原作 「アン ドロイ ドは電気羊の夢 を見るか?」(早期書房)。
(いちかわ ひろし)
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